
国
際
交
流
演
奏
会

　

米
国
空
軍
太
平
洋
音
楽
隊
ー
ア

ジ
ア
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
ト
レ
ン
ズ
」
に
よ
る
演

奏
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ト
レ
ン
ズ
」

は
、
米
国
空
軍
所
属
の
プ
ロ
演
奏
家

と
し
て
、
西
太
平
洋
地
区
の
国
際
親

善
演
奏
や
軍
の
演
奏
任
務
を
遂
行

し
て
い
る
バ
ン
ド
で
す
。
演
奏
内
容

は
、
50
年
代
か
ら
最
新
の
音
楽
ま
で
、

幅
広
い
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

第
１
回

日
時　

10
月
16
日
㈭　

午
後
６
時

30
分
〜
同
８
時
30
分

場
所　

み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員　

４
０
０
人

第
２
回

日
時　

10
月
18
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
同
３
時
30
分

場
所　

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す

定
員　

５
０
０
人

入
場
料　

両
日
と
も
に
無
料

募
集
期
間　

９
月
16
日
㈫
〜
10
月

３
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

は
が
き
、

「
大
名
茶
会
と
花
展
」

〜
井
伊
直
弼
公
が
愛め

で
た　

　

茶
・
花
の
世
界
〜

　

井
伊
直
弼
の
愛
し
た
茶
道
・
花
道

を
、
も
っ
と
身
近
に
感
じ
、
体
験
し
、

彦
根
の
文
化
や
伝
統
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
茶
会
と
花
展
を
行

い
ま
す
。

茶　

会　

日
時　

10
月
12
日
㈰
、
同
13
日
（月・祝）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

彦
根
城
博
物
館

費
用　

２
、５
０
０
円
（
９
月
15
日
（月・祝）

か
ら
発
売
開
始
予
定
）

花　

展

日
時　

10
月
12
日
㈰
、
同
13
日
（月・祝）

場
所　

彦
根
城
博
物
館
・
彦
根
城
周

辺　
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
彦
根
観

光
協
会
☎
23-

０
０
０
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
９
１
９
番

音
楽
絵
巻　

決
断
、
そ
し
て
夢
と
理
想
・・・

開
国
物
語
・
井
伊
直
弼
外
伝

〜
ひ
こ
に
ゃ
ん
と
バ
ロ
ッ
ク
音
楽

で
め
ぐ
る
彦
根
歴
史
絵
巻
〜

　

講
談
師
の
旭

き
ょ
く

堂ど
う

南な
ん

左ざ

衛え

門も
ん

さ
ん

を
迎
え
、
彦
根
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

歴
史
ロ
マ
ン
を
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、話
に
あ
わ
せ
て
、チ
ェ

ン
バ
ロ
や
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
、
フ

ル
ー
ト
に
よ
る
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
ひ
こ

に
ゃ
ん
も
曲
中
に
登
場
し
ま
す
。

日
時　

10
月
1 1
日
㈯　

午
後
６
時

30
分
〜
同
８
時
30
分
（
開
場　

午
後

５
時
30
分
）

場
所　

彦
根
城
博
物
館　

能
舞
台

前
売
り
券　

Ａ
席
２
、
０
０
０
円
、

Ｂ
席
１
、
０
０
０
円

※
当
日
券
は
、
各
５
０
０
円
増
。
た

だ
し
、
前
売
り
券
が
売
り
切
れ
の

場
合
、
発
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　

２
０
０
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
㈳
彦

根
観
光
協
会
☎
23-

０
０
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
９
１
９
番

募　

集

募　

集

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
日

お
よ
び
会
場
、
参
加
人
数
を
明
記

し
、

企
画
課
国
際
交
流
演
奏
会

担
当
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町

４
番
２
号
）
☎
30-

６
１
４
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

　

市
民
創
造
事
業

足
軽
屋
敷
と
上
田
道
三
絵
画
展

　

芹
橋
足
軽
組
屋
敷
出
身
の
画
家
上

田
道
三
さ
ん
の
生
誕
１
０
０
年
を
記

念
し
て
、
足
軽
屋
敷
の
公
開
と
、
２

回
目
の
上
田
道
三
絵
画
展
を
開
催

し
ま
す
。（
３
回
開
催
を
予
定
）

日
時　

10
月
1 1
日
㈯
・
12
日
㈰　

午

前
10
時
〜
午
後
４
時　

場
所　

芹
橋
足
軽
屋
敷
（
中
居
邸
、
林

邸
）

そ
の
他　

先
着
１
０
０
人
に
、
足
軽

屋
敷
を
描
い
た
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

主
催
団
体　

善せ

利り

組ぐ
み

足
軽
倶く

楽ら

部ぶ

☎

23-

３
０
７
３
番

ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
・

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

き
み
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
が
ま
ち
を
走
る
よ
！

　

彦
根
城
周
辺
で
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー

を
走
ら
せ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五

環
生
活
で
は
、
井
伊
直
弼
を
テ
ー
マ

と
し
た
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
車
体
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
作

品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
最
優
秀
作

品
は
、
実
際
に
、
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
に

フ
ル
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
ま
ち
な
か
を

走
り
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
デ

ザ
イ
ン
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　

県
内
に
在
学
・
在
住
の
小
・

中
学
生
・
高
校
生

募
集
期
限　

10
月
10
日
㈮　

必
着

応
募
費
用　

無
料
。
た
だ
し
、
デ
ザ

イ
ン
の
作
成
費
、
郵
送
費
な
ど
応

募
に
か
か
る
一
切
の
費
用
は
、
応

募
者
の
負
担
で
す
。

応
募
方
法　

応
募
専
用
の
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
紙
に
デ
ザ
イ
ン

画
を
描
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
環

生
活
（
〒
５
２
２-

０
０
６
３
彦
根
市

中
央
町
１
ー
12
）
ま
で
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
は
、

学
校
ま
た
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
環

生
活
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五

環
生
活
☎
26-

１
４
６
３
番
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
共
用
）

募　

集

募　

集

▲７月に行われた

　足軽屋敷と上田道三絵画展

�広報ひこね　平成20年９月 15日� 広報ひこね　平成20年９月 15日

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

健
康
で
快
適
な
も
の
に
し
、
川
や

湖
の
水
質
を
守
る
た
め
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

　

彦
根
市
は
、
昭
和
57
年
に
公
共

下
水
道
事
業
を
始
め
、
市
街
地
の

下
流
側
か
ら
上
流
側
に
向
け
て
、
順

番
に
整
備
し
て
い
ま
す
。
彦
根
市

の
公
共
下
水
道
普
及
率
は
72
・
２
％

（
平
成
19
年
度
末
現
在
）
で
す
。
全

国
の
普
及
率
の
平
均
は
、
71
・
７
％

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
部

管
理
課
☎
22-

５
４
５
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番

（
同
19
年
度
末
現
在
）
で
す
の
で
、

同
じ
く
ら
い
で
す
が
、
滋
賀
県
平
均

の
83
・
５
％
（
同
19
年
度
末
現
在
）

に
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況

で
す
。

　

清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
財
政
事
情
を

考
慮
し
な
が
ら
、整
備
区
域
を
広
げ
、

水
洗
化
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
み

ん
な
で
彦
根
を
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
20
年
度
「
下
水
道
の
日
」
推
進
標
語

排
水
設
備
工
事
の
助
成
制
度
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

排
水
設
備
新
設
補
助
金　

市
民
税
の
所
得
割
非
課
税
世・
帯・
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
申
請
者
１
人
に
つ
き
１
回

限
り
、
限
度
額
７
万
円
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
左
の
「
主
な
条
件
項
目
」
の
①
②
③
な
ど
に
該
当
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度　

一
般
家
庭
で
、
排
水
設
備
工
事
を
行
う
人

が
、
借
り
入
れ
に
よ
る
資
金
が
必
要
な
場
合
に
、
工
事
費
に
応
じ

て
、
金
融
機
関
を
通
じ
て
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

限
度
額　

１
０
０
万
円

　

返
済
期
間　

60
か
月
以
内　

　

利
率　

年
１
・
８
％

※
た
だ
し
、
左
の
「
主
な
条
件
項
目
」
の
①
③
④
な
ど
に
該
当
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

主
な
条
件
項
目

①
市
民
税
お
よ
び
受
益
者
負
担
金
ま
た
は
分
担
金
な
ら
び
に
水
道

料
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
供
用
開
始
の
日
か
ら
３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と

③
排
水
設
備
工
事
の
申
請
と
共
に
申
請
を
す
る
こ
と

④
融
資
資
金
の
償
還
が
可
能
で
あ
る
と
金
融
機
関
が
判
断
す
る
こ

と
※
ほ
か
に
も
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

下
水
道

部
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
、
下
水
道
と
水
環
境
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
20
年
度

下
水
道
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
未
来
へ
の

　

美
し
い
水
環
境
の
贈
り
物
」

〜
琵
琶
湖
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

　

城
下
町　

彦
根
〜

日
時　

10
月
10
日
㈮　

午
後
１
時
～
同

４
時
30
分

場
所　

彦
根
商
工
会
議
所
４
階
大
ホ
ー

ル
（
中
央
町
）

講
演

▼
森
林
微
生
物
が
琵
琶
湖
を
救
う

　

～
「
地
球
の
お
医
者
さ
ん
」
か
ら

　
　

み
た
琵
琶
湖
浄
化
の
処
方
箋せ

ん

～

講
師　

平
井
孝
志
さ
ん
（
微
生
物
的
環
境

技
術
研
究
所
主
幹
）

▼
「
彦
根
城
の
下
水
道
」

　

〜
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

　
　

細
や
か
な
下
水
処
理
シ
ス
テ
ム
〜

講
師　

谷
口
徹
（

教
育
委
員
会
文
化
財

課
長
）

※
入
場
無
料
で
す
が
、
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。


